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令和 7 年度予算編成基本方針につい て 

 

本市においては、景気の緩やかな回復が続く一方で、円安等に伴う物価高騰や子育て支援、

公共施設の老朽化対策、加えて、近年深刻化している風水害対策などに伴う経費の増加によ

り、厳しい財政状況になる見込みである。 

そのような状況の中、令和7年度においても、重要な政策の選択肢をせばめることのないよう、

効果的・効率的な歳出とするための事業の見直しや改善を行い、将来に渡って行政サービスを維持

していくための財政基盤の確立を図る必要がある。 

職員においては、一人一人が様々な視点を持ち、前例踏襲することなく、施策の優先順位

を明確にすること、また、モノづくりを通じた人づくり、人づくりを通じたまちづくりを行

い、誰もが「住みたい」「住み続けたい」と思えるまちであり続けるよう、「職住近接」を推

進するよう通知する。 

 

１ 予算編成の基本的な考え方 ～ 取り組むべき重点施策 ～ 
 

令和 7年度は、第 6次湖西市総合計画の第Ⅰ期（令和 3年度～令和 7年度）実践計画の最

終年となる。2040年の理想の姿「KOSAI 2040」実現のため、第Ⅱ期（令和 8年度～令和 11年

度）実践計画へと繋がる予算編成となるよう、施策の効率的・効果的な推進を図り、次に掲

げる 5つの戦略に対応する重点施策に取り組むものとする。 
 

  ≪ 令和 7 年度に取り組む 5 つの戦略 ≫ 
 

【総合計画：戦略①】 

安全・安心、医療、福祉 

 ① 持続可能な地域医療体制の構築 

 ② 災害に強いまちづくりの推進 

 ③ 適正な廃棄物処理の推進 
  

【総合計画：戦略②】 

結婚、出産、子育て、教育 

 ① ライフステージに応じた支援 

 ② 子ども達の教育環境の最適化の推進 

 ③ 地域子育て支援の充実 

 ④ スポーツによる地域活性化 
  

【総合計画：戦略③】 

産業の振興 

 ① KOSAI モノづくり産業振興ビジョンの推進 

 ② 土地利活用の一体的推進 

 ③ 「佐吉の郷」スタートアップ支援事業 

 ④ 農林水産業の持続的発展 
  

【総合計画：戦略④】 

交流 

～ 観光・ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ ～ 

 ① 舟運を活用した観光振興 

 ② 畜産臭気対策の推進 

 ③ 移住・定住プロモーション戦略・観光プロモーションの推進 

 ④ 空き家対策の推進 
  

【横断的施策】 

 ① カーボンニュートラルの推進 

 ② ＤＸの推進 

 ③ 官民共創の推進 

 ④ 公共施設の再編 



２ 予算編成の視点・留意点について 

 （１）施策及び事業の重点化 

  ① 総合計画（Ⅰ期：2021年～2025年）で掲げた施策の推進のため、効果的かつ効率的に

事業を進めること 

  ② 施策の優先順位を明確化した上で、施策及び事業の重点化を進めること 

    なお、将来の財政負担を把握し、持続可能な施策とするとともに、財源の確保に最大

限努力すること 
 
 （２）事務事業のゼロベースの見直し 

  ① 部長等は、既存事業の見直しを徹底するとともに、今まで以上に部内の調整を図り、

部内の優先順位に基づき自主的に編成を行うこと 

  ② 全ての事務事業について、事業の効果・必要性・効率性等の検証を必ず行い、改善すべ

き課題を抽出することにより見直しを行うこと 

  ③ 内部管理事務等を徹底的に見直し、人員削減等に資する業務改善事業を検討するなど、

全庁的な働き方改革につながる取組を推進すること 

  ④ 新規及び拡充事業については、8月に実施した副市長ヒアリングを基に、内容の更なる

精査を行ったうえで要求すること 

    この場合も安易に事業費を増やすことなく、既存事業の廃止・縮小と併せて実施し、

必要性、緊急性、後年の負担等を検討し、一般財源への影響を踏まえた上で要求するこ

と 

  ⑤ 市単独事業及び上乗せ事業（他自治体の実施水準を超えた事業）については必ず拾い

出しを実施し、その必要性を強く検討すること（ハード事業についても補助対象以外の

部分の精査を行うこと） 

   なお、市単独事業（ソフト事業）は、国及び県の補助制度の活用の可能性を探るととも

に、重点事業以外は、原則、縮小又は廃止を検討すること 

  ⑥ 補助金及び交付金は、近年、事業費補助への移行と終期設定を指示しているところで

あり、随時見直しを行うこと 

  ⑦ 包括連携協定について、市民・企業・職員等を対象とし、行政課題に即したセミナー、

講習会やワークショップなど、無償で依頼することができる場合があるため、積極的に

活用すること 
 

 （３）予算要求の積算精度の向上 

  ① 執行率で判断するのではなく、予算執行の際、必要不必要を十分に見極め、年度末に

予算を使い切る目的で執行することのないよう予算要求をすること 

  ② 予算流用が多くなっていることから、計上漏れ等による流用が発生しないよう、前年

度等の流用状況等を検証し、その結果を予算要求に反映すること 

  ③ 経常経費の中には、年度によって増減するものがあることから、過去の実績等から十

分に検討すること 
 

 （４）財源の確保に向けた取組 

  ① 市税の滞納額を縮減させる方策を進めること 

  ② 寄附について、より多くの方に本市を応援してもらえるよう、広報・PR等の強化に努

めるとともに、企業版ふるさと納税の活用やクラウドファンディング型ふるさと納税の



実施についても検討し、税外収入の確保に積極的に取り組むこと 

  ③ 負担の公平性の観点から受益者負担の適正化、市有財産の有効活用等を引き続き推進

し、新たな財源確保に努めること 
 

 （５）公共施設マネジメントの推進 

  ① 公共施設の整備、修繕、保全にあたっては、「公共施設等総合管理計画」及び「公共施

設再配置個別計画」に基づいて事業を推進し、特に、中心市街地の活性化等、賑わいの

創出に繋がる公共施設の再配置の検討を進めること 

  ② 施設所管課においては、包括施設管理業務との連携を強化し、効率的かつ効果的な管

理を実施すること 
 


